
八郎潟小学校グランドデザイン〔学校経営の全体構想〕

〈学習指導要領の理念〉 〈本校の使命〉 〈八郎潟町学校教育の目標〉
一人一人の生徒が、自分のよさや可 １ 確かな学力（知）を育む

能性を認識するとともに、あらゆる他 社会の中でたくましく生き、地 ２ 豊かな人間性（徳）を培う
者を価値のある存在として尊重し、多 域を担う人材を育成する。 ３ 健康の維持と体力（体）の向上を
様な人々と協働しながら様々な社会的 図る
変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓 ４ 実践力を育てる
き、持続可能な社会の創り手となるこ
とができるようにする。

〈目指す学校の姿〉

〈本県学校教育が目指すもの〉 笑顔があふれる学校
豊かな人間性を育む学校教育 〈学校教育目標〉

Ⅰ 思いやりの心を育てる ○あいさつと歌声が響く学校
Ⅱ 心と体を鍛える 目標をもち挑戦する子どもの育成 ○子どもの夢を育む学校
Ⅲ 基礎学力の向上を図る ○地域とともに歩む開かれた学校
Ⅳ 教師の力量を高める 日々の生活で明確な目標をもち、

計画的・継続的な努力を積み上げ 〈目指す子どもの姿〉
ながら、勇気をもって物事に挑戦

〈中央地区学校教育の重点〉 する子どもを育てる。 目を輝かせ
１ 学校教育目標を具現する教育課程 生き生きと活動する子ども
の編成と実施

２ 思いやりの心やたくましい心と体 ○自ら進んで学ぶ子ども（知育）
の育成 ○思いやりのある子ども（徳育）

３ 資質・能力を育む各教科等の指導 ○心身ともに健康な子ども（体育）
４ 教職員一人一人の力量と学校の組 〈経営の方針〉 ○地域を大切にする子ども（郷土愛）
織力の向上を図る研修 「３つのWorkで子どもを育てる」

○チームワークによる効果的な指 〈目指す教師の姿〉
〈研究主題〉 導 ○子どもの成長を第一に考え、愛情

他者との関わりを通して、 ○軽快なフットワークによる指導 をもって接する教師
学びを深める子どもの育成 ○ネットワークの形成と活用 ○自らの指導力の向上を目指し、研

～自ら学ぶ力を引き出す授業づくり～ ○併設校という特色を生かした教 修に励む教師
育連携の在り方の探究 ○保護者や地域に学び、子どもとと

〈研究の重点〉 もに伸びる教師
１ 根拠を基にした自分の考えの形成 ○学校経営に参画する意識をもち、
２ 学びの基盤づくり 全体の向上に寄与する教師

〈経営の重点と主な取組〉

１ 自ら進んで学ぶ子どもを ２ 思いやりのある子どもを ３ 心身ともに健康な子ども ４ 地域を大切にする子どもを
育てる（知育） 育てる（徳育） を育てる（体育） 育てる（郷土愛）

□日常的な学習活動における □受容と共感に支えられた温 □基本的生活習慣の確立に向 □地域の資源を活用した活動
聞く力・考える力・表現す かい学級づくり けた支援の継続 の充実
る力の向上

□道徳教育の充実 □体育的行事及び体育の授業 □ふるさと先生を始めとした
□ＴＴ指導や専科教員の指導 の充実 地域人財の有効活用
等による基礎学力の向上 □相手をいたわり仲よくする

心情を育む園小交流及び縦 □小中合同「明るい元気なあ □一日市盆踊り、願人踊りの
□多面的・多角的に考える問 割り班による異学年交流の いさつ運動」の展開 継承
題解決的な学習の充実 充実

□情報モラルに関する指導の □総合的な学習の時間「八郎
□読書活動の活性化に関する □思いやりの心や自己肯定感 計画的実施 潟みらい学」の充実
活動の充実 を高める体験活動の実施

□命の大切さを実感させる多 □小中の垣根を越えた学習活
□学びの効果を高めるための □児童理解を深める子ども面 様な体験的活動の実施 動の推進
ICTの積極的な活用 談、保護者面談の実施

〈令和３年度の成果と課題〉
〔学習指導〕自分の考えをもって学習に取り組み、友達との話合いを通して考えを深める姿が見られるようになってき

た。さらに、根拠や理由を明確にして、的確に表現する力を養い、主体的に問題を解決する力を高めてい
きたい。

〔生徒指導〕受容と共感に基づいた温かい学級づくりを意識して児童理解に努め、個に応じた言葉掛けを行ってきた。
その結果、思いやりの気持ちをもち、協力しながら生活する姿が見られるようになってきた。今後さらに
道徳科の授業や学級活動での指導を中心としながら、場に応じた言動やあいさつについての意識を高め、
行動に表す実践力を高めていきたい。

〔児童活動〕縦割り班活動やきょうだい学年での活動など、異学年交流を行うことが責任感や所属感をもたせることに
つながった。また、児童主体の委員会活動も積極的に行われ、達成感をもたせることができた。今後も継
続して実践し、更に充実させていきたい。

令和４年度


